
　�「だいいち，�お茶漬けってどうやって作�ればいいの�

か，もう忘れて�し�まいま�し�た」�。�

　薬物療法により症状はよ�くなっているはずなのに，�

彼女は暗い顔でため息をつ�いた。彼女の家事能力が�

もう少�し�高ければ，近所で食材を�買ってきて部屋で�

ちょっと�し�た食事を作ることもで�きたはず。そうす�

れば気分転換にもなる�し�，回復の手助けにもな�った�

だろうに…。かと言って私�も家事能力に自信がある�

わけではないので，�「ネッ�ト�で探せば，�お茶漬けの作�

り�方�く�ら�い，す�ぐ�に�見�つ�か�る�の�で�は�な�い�で�し�ょ�う�

か」など適当なことを答え�ながら，いっ�し�ょにため�

息をついて�し�まった。�

　自分で自分の生活の面倒�くらいは，見ることがで�

きる。簡単な調理や洗濯，�裁縫，家のメンテナンス�

なら，ひとりでなんとか行�える。このことは男にと�

っても女にとっても，生き�ていくための基本的な自�

信となる。ふだんはあまり�それを意識�し�ていなくて�

も，先に紹介�し�た女性のように，何かが�あったとき�

には死活問題にまで発展す�ることもある。�

　結局，その女性は一時，�実家に帰って食事などの�

世話を受け，�うつ症状も回復�し�て仕事に戻った。�「家�

庭科，やってなかったです�か」�ときくと，彼女は�「は�

あ，まったく」�と苦笑�し�てつけ加えた。�「でも，これ�

からでも遅くないですよね�。おとなの家庭科，がん�

ばりますよ」�。私もそう�し�たい。�

　私自身，家庭科の時間�は熱心な生徒ではなかった�。�

とくに実習となると「い�やだなあ」という気持ちが�

よけいに強まる。それは�，家庭科が受験に関係のな�

い教科だからではなく，�ただただ手先が不器用だっ�

たからだ。中学では足踏�みミシンで指先を大ケガ�し�，�

家庭科の先生に付き添わ�れて学校外の病院にかけ込�

んだこともある。�先生は，�「あなたは来週から見学で�

いいですから」とため息�をついた。�

　それから三十年あまり�。精神科医になった私は，�

診察室で家庭科，技術・�家庭科の大切さを痛感させ�

られる日々を送っている�。�

　それはどういうことか�。心の病，�ト�ラブルを抱え�

た人たちを見ていると，�症状が落ち着いたあと，す�

ん�な�り�回�復�に�向�か�う�か�ど�う�か�の�決�め�手�に�な�る�の�は�

「生活力」だ，とつくづ�く思うからだ。�

　あるうつ病の女性は，�長いあいだ仕事に追いまく�

られ，食事はすべて外食�。ファミ�レ�スやカフェをわ�

たり歩き，それなりに豊�かな食生活を送っていた，�

とはいうが，自分のマン�ションの部屋には電子�レ�ン�

ジと小さな鍋があるだけ�で，食器もほとんどないの�

だという。過労からうつ�状態がひどくなり仕事を休�

職することになったが，�いちばん困ったのが食事だ�。�

とてもカフェに出かける�気は�し�ない�し�，コン�ビ�ニの�

弁当は飽きがくる。�「お茶漬けみたいなさっぱ�り�し�た�

ものが食べたいな」と思�っても，炊飯器さえない今�

の暮ら�し�ではそれもできない。�
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には必要なことである。�

　知�識�や�技�能�の�確�実�な�習�得�の�た�め�に�は，基�

礎・基本と�し�てとらえるものを明確にもち，�

教科の学習方法の特質といえる実践的・体験�

的な学習活動を工夫することである。調理や�

製作などの実習であっても，その知識や技能�

の習得のための実践的・体験的な学習活動が�

必要である。なぜそうするのかを理解させる�

活動後に実習することは，実習を容易にする。�

例えば，ミニ実習，試�し�作りなどの導入は現�

在も効果がみられる。�

　また，いわゆる座学といわれる学習内容に�

関�し�ては，ねらいに即�し�た活動の工夫が必要�

である。できるだけ直接的な体験を工夫�し�，�

全身を使って「分かった」�「そうなのか」�「な�

るほど」などが実感できると，理解は容易と�

なる。�し�たがって，どのような学習活動を体�

験させるかが問題となり，その開発が期待さ�

れる。理解や技能の習得に相応�し�いものか，�

難�し�くなりすぎていないか，時間がかかりす�

ぎないかなどを検討�し�，学習前にはあらか�じ�

め試�し�てみることが必要である。特に実験な�

どは有効かどうかの確認が必要である。�

　また，題材構成や易から難へなどの題材配�

列も，知識・技能の習得のために配慮�し�なけ�

ればならない。教科書は児童や家庭，学校の�

実態を考えた活用を工夫する。�

　�

2．思考力・判断力・表現力をはぐくむ�

　問題解決的な学習を重視することについて�

はこれまでと変わりがない。�

　現�行�で�は�住�ま�い�方�の�学�習�で�課�題�選�択�（�暖�か�

さ，�明るさ，�風通�し�などから）�をすることにな�

っているが，改訂ではそのような指定はなく�

なっている。�し�か�し�，子どもが主体的に学ぶ�

学習は大切に�し�ている。学習内容に応�じ�て積�

極的に取り組みたい。�中教審の答申にも，�「体�

験�し�たことや調べたことをまとめ，発表�し�合�

う」ことが「言語活動の充実」と�し�て取り上�

げられているが，問題解決的な学習と連動�し�

ている。�

　課題の把握・設定から出発する。まず家庭�

生活をふり返り，家族や自分がどのように生�

活�し�ているかを見つめることから何が問題な�

のかに気付き，課題とする。課題の追究にあ�

たっては，習得�し�た知識・技能を活用すると�

ともに，さらに解決のための資料�（情報）�収集�

を行う。資料は身近なところで収集できるも�

のから学校や家庭を離れて収集するものまで�

様々であるが，課題に沿って探究的に活動�し�，�

資料収集できるよう指導が必要である。収集�

し�た資料から必要なものを選択するが，思考�

力や判断力をはたらかせ意思決定をする。�

　また，実践的・体験的な活動においても思�

考力や判断力をはたらかせなければならない。�

調べたことや体験�し�たことは，ノー�ト�や�レ�ポ�

ー�ト�，ポー�ト�フォリオ，新聞，ポスターなど�

に，図や表などを適切に用いてまとめ，プ�レ�

ゼンテーションをすると情報交換ができる。�

考察を加え自分の考えを示すことは，知識・�

技能の確実な習得や家庭などでの実践化に結�

びつく。プ�レ�ゼンテーションを見たり聞いた�

りすることは新たな発見がある。質問や意見�

を交わすことは，相互の意識を高める。また，�

追究するおも�し�ろさ，楽�し�さ，難�し�さなどの�

体験は，次の活動の意欲付けにもなる。まと�

めたり発表�し�たり，意見を言ったりすること�

は言語活動と�し�ても有効である。家庭科に特�

有に使われる語彙の理解や生活の知恵などが�

知識・技能と�し�て定着することにつながる。�

　�

おわりに�

　衣食住などに関する知識・技能の習得や思�

考力・判断力などをはぐくむ過程で，目標に�

もある家庭生活を大切にする心情の育成につ�

ながる。それらは，家族や自分の生活や自分�

の成長を支えていることに気付き，生活の営�

みを大切に�し�ようとする意欲を高め，態度を�

育てることになる。�

　教師一人ひとりの工夫が児童の自立を支え�

励ま�し�，家庭科を発展させる。確かな学びが�

できるス�ト�ーリー性のある学習を期待�し�たい。�

は�じ�めに�

　先日，ある小学校で国語の授業を参観�し�た。�

子どもたちは国語の辞書を手元に置き，分か�

らない言葉があると引きながら，その意味か�

ら次々と本文の読解をすすめていく。自分の�

考えを自信をもって積極的に次々に発言する。�

学習に生き生きと取り組む児童と，一人ひと�

りの子どもを把握�し�て指導する教師は，ス�ト�

ーリー性のある学習をつくり出�し�ていた。�

　新学習指導要領では「生きる力」を支える�

ものの一つに「確かな学力」を挙げ，①基礎�

的�・�基�本�的�な�知�識�・�技�能，②�思�考�力�・�判�断�

力・表現力，③学習意欲，が重要であること�

が本年１月の中央教育審議会答申に示され，�

習得・活用・探究の学習の重要さも指摘�し�て�

いる。�

　ここでは，その視点から育成する資質・能�

力を考え，学習指導の方向性について述べた�

い。�

　�

1．知識・技能の確実な習得�

　従来から「基礎的な知識・技能の習得」は�

学習指導要領の目標に示されていたが，改訂�

で�は�そ�の�位�置�が「…�日�常�生�活�に�必�要�な�基�礎�

的・基本的な知識及び技能を身に付けるとと�

もに，家庭生活を大切にする心情をはぐくみ�

…」と情意の文言より前に示された。習得・�

活用・探究の重視があるからである。また，�

「確かな学力」を構成する要素と�し�て①に示�

されたことが教科の目標にも反映されている。�

　�し�たがって，衣食住などに関する基礎的・�

基本的な知識・技能を児童に確実に身に付け�

させることが必要である。�

　現行学習指導要領では「自ら学び自ら考え�

る…」という児童の主体性を重視�し�た学習を�

進め，指導性が強く出ることを控えた傾向に�

あった。その結果，確実な習得にまで至らな�

かった反省がある。基礎的・基本的な知識・�

技能は生涯の生活の基盤となるもので，より�

よい生活を送るためには欠くことができない。�

２年間を通�し�て，重点的に，スパイラルに学�

習を設定�し�て学ぶことは，知識・技能の定着�

新
学
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1．は�じ�めに�

　�「知識基盤社会」�の時代において，子どもた�

ちひとり一人の生きる力をはぐくむためには，�

技術・家庭�【技術分野】�（以後，技術分野とい�

う�）�で�は�ど�の�よ�う�な�授�業�実�践�を�目�指�す�必�要�が�

あるのか，その方向性について考える。�

　�

2．技術分野の方向性�

　学校教育において「技術・家庭」のねらい�

は，�学校教育法第21条４号に示された目標�「家�

族と家庭の役割，生活に必要な衣，食，住，�

情報，産業その他の事項について基礎的な理�

解と技能を養うこと」が中心であると考えら�

れ，技術分野では，生活に必要な「情報と産�

業」について理解させ，それらの基礎的な技�

能を身につけさせることが求められていると�

言っても過言ではない。�

　時代時代において求められる素養は異なり，�

今日，グローバリゼーションが進む中，産業�

が農業中心から製造業中心へ，そ�し�て現在，�

情報通信業が台頭�し�ている時代を背景に�し�た�

人間形成が求められている。�

　工業化の時代は，�ト�ップダウンの意思決定�

が重視され，標準化を目指�し�，官僚的な組織�

と集中管理の中で従順さが求められるととも�

に，マスメディアに象徴されるように片方向�

通信で画一的な情報を理解することが重視さ�

れた。�

　情報化の時代は，個性が求められ，特注化�

が主流となった。組織もチームが優先され，�

率先�し�て意見を述べ，ボ�ト�ムアップの意思決�

定や協調関係が重視されるとともに，お互い�

の多様性を認め，双方向通信で情報を発信，�

収集できることが重視されている。�

　我�が�国�の�産�業�別�就�業�人�口�（�国�立�社�会�保�障�・�

人口問題研究所調べ：2005年）�の割合は，�第１�

次産業�（農業，�林業，�漁業）�4.8％，�第２次産業�

（鉱業，�建設業，�製造業）�26.1%であり，�年々減�

少傾向にある。そこでこれらの産業では，産�

業用ロボッ�ト�や情報通信技術などを導入�し�，�

農業の生産プロセスを見直すなど，労働集約�

型から知識や技術を重視�し�た知識集約型の産�

業へ移行�し�ていくことが求められている。�

　この知識集約型の産業では，アイディアな�

どの知的財産を尊重�し�，技術力，企画力，提�

案力などを備えた人材が求められていると考�

えられる。公教育では，時代の流れに逆らわ�

ず，育成すべき能力の不易と流行を見極め，�

農業や工業中心の時代に求められた素養と，�

情報化の時代に求められる素養を上手に組み�

合わせて育成�し�ていくことが大切であると考�

える。�

　�

3．技術分野における授業実践の方向性�

　ここでは，これからの社会の中心となる知�

識集約型の産業が求める人材を中心に考える。�

例えば，次に示す�（1）�～�（4）�の能力育成が挙げ�

られる。�

　これらのことを技術分野の「材料と加工に�

関する技術」の学習場面に当てはめるならば，�

次に示す①～④の学習場面が考えられる。�

　以上，各学習場面において，情報を収集�し�

たり，自分の作品を考案�し�たりすることを通�

し�て，情報モラルや知的財産を尊重する態度，�

創造・工夫する力をはぐくむことができる。�

　そ�し�て，制約条件や環境の影響を配慮させ，�

材料や工具を適切に選択させることを通�し�て，�

技術を評価・活用できる能力や技術にかかわ�

る倫理観の育成を図ることもできる。�

　また，これまで多くの授業実践では，④の�

作品を製作する場面に多くの時間を割いてき�

た。緻密さへのこだわりをもって作品を製作�

し�たり，できあがった作品に愛着をもって接�

することを通�し�て，作品に対する責任感や知�

的財産を尊重する態度，勤労観・職業観など�

がはぐくまれる可能性があるため，完成度の�

高い作品を製作させる指導は大切に�し�たい。�

　ただ�し�，これからは教師主導の製作活動で�

はなく，子どもたちが自ら何を成すべきかを�

理解�し�，自発的に製作活動に取り組むととも�

に，自ら時間を有効に使うことが求められる。�

そのためには，子どもたちが作品を自ら設計�

し�，具体的な製作物の完成形をイメージでき�

るようにする学習活動が求められる。つまり，�

③の設計場面をおろそかに�し�てはならない。�

その前提と�し�て，アイディアを記述するため�

の方法�（図学）�，材料の特徴，力学的構造，加�

工法などは事前に指導を受け，身につけてお�

く必要があることは自明である。�

　�

4．おわりに�

　今後，教師は教えるべきところは効率よく�

教え，答えのない拡散的な思考をさせる学習�

場面に時間を割き，設計や計画する場を大切�

に�し�た授業実践を目指�し�，身につけた知識と�

技術を「知識基盤社会」において生かすこと�

ができる態度をはぐくむことを期待する。�

（�1）�文�字�や�数�字�で�表�さ�れ�た�既�存�の�技�術�を�身�に�

つけ，伝承する力�（技術伝承力）�

（2）�個人の主観的な経験，�勘やコツなど，�記述�

し�に�く�い�経�験�を�技�術に�転�換�す�る�力�（�技�術シ�

ステム構築力）�

（3）�アイディアなど，�知識を知的財産と�し�て文�

字や数字で記述する力�（企画力）�

（4）�試作品を製作�（制作）�する力�（提案力）�

①広�く�現�代�社�会�で�活�用�さ�れ�て�い�る�既�存�の「材�

料と加工に関する技術」�について，�科学的な�

根�拠�に�基�づ�い�た�説�明�を�聞�い�た�り，反�復�練�習�

を�し�た�り�す�る�こ�と�を通�し�て�知�識�と�技�術�を習�

得する場面。�

②�例え�ば材�料の�切断�経験�を通�し�て�，�材�料を�切断�

す�る�難�し�さを�知り�，�切�断工�具の�使い�方を�分析�

し�，科学的に説明できるよ�うにする場面。�

③生活を豊かにするために必�要な�「�もの」�を考�

案�す�る�た�め�に，著�作�権�を�尊�重�し�つ�つ�情�報�を�

集め，�　�それらを総合・統合�し�て具体化を図�

る。�そ�し�て，�具体物を製作するため�に必要な�

　図�面�を�描�き，そ�の�図�面�に�基�づ�い�て�材�料�や�加�

工法，製作工程を考える場�面。�

④製�作�図�に�基�づい�て�道�具�や�機器�を�適�切�に�使い�

こな�し�，製作する場面。�

知
識
基
盤
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ト�モサダ　ケイコ�
青森県生まれ　山口大学教育学部教授　元附属幼稚園長�
専門�は�保�育�学。保�育�現�場�で�の�参加�観�察�を�基�に�し�た�研�究を�
し�ている。�現在のテーマは�「子ども同士の�ト�ラブルに保育�
者はどうかかわっているか」�で，�収集�し�た保育記録をもと�
に�ト�ラ�ブ�ル�場面�の�発�達�的�意義�を�明�ら�か�に�し�た�い�と�考�え�て�
いる。主な著書：�「�幼児の笑いと発達」�（勁草書房）�「�子ど�
もの心を支える」�（共著・勁草書房）�「�幼稚園で育つ」�（ミ�
ネルヴァ書房・編著）�「�保護者サポー�ト�システムーもうひ�
とつの子育て支援」�（フ�レ�ーベル館・編著）�他。�

　今回の改訂の目玉のひとつと�し�て，触れ合�

い体験学習があげられる。これまで，幼児と�

の触れ合いは学校の事情によっては実施が困�

難であったりすることから，選択という形で�

取り扱われてきた。一方，この体験学習の教�

育効果は一定の認知をされており，家庭分野�

だけでなく，さまざまな形で多くの学校で取�

り組まれてきたという経緯と実践の蓄積があ�

る。今回の改訂では，可能な限り幼稚園や保�

育所等での触れ合いができるよう留意するこ�

とや，子育て支援センターなどでの親子との�

触れ合い，学校への招待交流など，地域の実�

情に合わせて様々な形態での学習を摸索する�

ことが求められている。直接体験が非常に困�

難�な�場�合�に�は�，�視�聴�覚�教�材�や�模�擬�体�験�な�ど�で�の�

間接体験的な学習も開拓�し�ていく必要もある。�

　どのような体験の形を取っても，そこで学�

ぶことは事前に学習�し�たことの上に，�「幼児へ�

の関心を深める」ことと，体験�し�ながら「幼�

児とのかかわりを工夫すること」の二つであ�

る。また，もうひとつ重要なことと�し�て，体�

験の振り返りを着実に行うことで，生徒の自�

覚的な学びに�し�ていくことがある。最終的な�

ねらいと�し�て，触れ合いの体験を通�じ�て，生�

徒が幼児に対�し�て積極的な関心を抱けるよう�

になることがあげられている。�

　�「�ナ�ラ�テ�ィ�ブ」と�い�う�体�験�の�語�り�の�形�が�あ�

る。体験�し�たことを時系列に沿って文章化す�

ることによって，自分の体験に意味を見いだ�

す作業である。自分にとっては不思議に思え�

た幼児の行動を，文章に�し�たり，人と話�し�合�

ったりすることを経て，幼児にとっての意義�

を見いだすことで，幼児理解につながる。�

　たとえば，４歳児がリ�レ�ーやサッカーを�し�

ていて，人数が偏っていたり，ルールを無視�

し�たり�し�ている姿を見ることがある。中学生�

には信�じ�られないような行動でも，それがな�

ぜなのかを考え，幼児期の発達の姿と�し�て，�

それで満足�し�ている時期があることを知ると，�

幼児に向けるまなざ�し�が広がる。他者を理解�

することは，自分を相対化�し�ていくことでも�

ある。幼児はおも�し�ろい，幼児も一人の人間�

で精いっぱい生きていると，自分と関連付け�

ながら理解�し�ていってほ�し�い。さらに，かわ�

いい，おも�し�ろいにとどまらず，時には乱暴�

だったり意地悪だったりと，欠点や弱さを抱�

えている幼児を受け入れて，支えていこうと�

思えれば，もうそれは，人を支える側に回る�

未来の自分につながっているといえる。�

　�

3．人とかかわる方法を考える�

　家族関係をよりよくする方法を考えること�

と幼児へのかかわり方の工夫は，ともに人間�

関係を取り上げるということで共通である。�

自分を知り，大事にすることと共に，親�し�い�

人や，共生すべき相手とのかかわりについて�

は，ある程度自覚的でいた方がよい。知らず�

に，心ならずも相手を傷つけて�し�まうことが�

多いからだ。�

　そのためには，自分を一時的に横に置いて，�

相手の立場に立って見るという体験が有効だ。�

様々なシミュ�レ�ーションの方法がある。ロー�

ルプ�レ�イでも，ペープサー�ト�（紙人形劇）�でも，�

筆談でもやってみるとおも�し�ろい。思わぬ気�

づきや広がりが生まれる。今まで気づかなか�

った相手の気持ちがわかることはうれ�し�いこ�

とであり，さらに，自分と違うかかわりをす�

る友達の姿に触れて，自分を見つめ直すこと�

もある。自己を再創造する時期にある中学生�

だからこそ，考えてほ�し�いことでもある。家�

族は，命や生活を支え合う集団であるととも�

に，互いの自己実現を支え合う関係であるこ�

とを中学生ともなれば，意識�し�てほ�し�いと願�

っている。�

　�

　�おわりに�

　家族や幼児についての学習は，正解がひと�

つとは限らない。それどころか生徒の数だけ�

正解があったりする。はっきり�し�たことを教�

えたいと思うと少々つらいかも�し�れないが，�

生徒一人ひとりの体験や思いを生か�し�，受け�

止めることのできる教育活動ともいえる。そ�

れも家庭科，技術・家庭科の魅力であり，重�

要な役割のひとつだと私は考えている。�

　は�じ�めに�

　この３月に学習指導要領が改訂され，今後�

10年間の家庭科教育の基本の方向が明らかに�

された。�本稿では，�今回の改訂の中で中学校技�

術・家庭科�［家庭分野］�の内容Ａと�し�て位置付�

けられた家族・幼児の学習について考えたい。�

　�

1．総合性という視点�

　今回の改訂では，家庭における人とのかか�

わりと生活との結びつきを総合的にとらえる�

という視点がより明確になったと，私は考え�

ている。�

　たとえば，今回新たに設けられた家庭分野�

学習のガイダンスでは，�「家庭分野の内容を学�

習することが，一人ひとりの生活の自立や家�

族と共に家庭生活を工夫�し�創造する能力につ�

ながることに気付き」と示され，衣食住の学�

習が家族とのかかわりにつながるという総合�

的な視点を読み取ることができる。また，家�

族の基本的機能とされている養育機能と安ら�

ぎの機能に関�し�ても，解説に，それらの機能�

が「衣食住などの生活の営みに支えられてい�

ることを知る」という一文が追加された。さ�

らに幼児に関�し�ても，従来の「幼児の心身の�

発達を知り」�が，�「幼児の発達と生活の特徴を�

知り」となり，新たに「生活」という単語が�

加わり，家族の役割と�し�て幼児にふさわ�し�い�

生活を整えることが追加された。�

　家族や幼児の学習に生活の視点が加わるこ�

とにより，心理主義や発達主義に陥ることな�

く，家庭分野と�し�ても説得力のある学習を展�

開することが可能になった。�

　また，これはカリキュラム設計の上でも重�

要な視点であると考える。今回の改訂では，�

授業時間は増えていないにもかかわらず，学�

習内容は増えている。これまで選択であった�

内容が，形を変えてほとんど盛りこまれてい�

るからである。これまで以上に，ひとつの実�

践で多くのことを学ぶという多面的総合的な�

授業設計が求められているといえる。�

　�

2．触れ合い体験学習の必修化について�
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1．は�じ�めに�

　新学習指導要領では�小学校と中学校の内容の体�

系化が図られ，４つの�内容に再構成された。小学�

校では基礎的・基本的�な知識及び技能を定着させ，�

思考力・判断力・表現�力及び学習意欲を調和的に�

はぐくみ，小学校から�中学校への継続を図ること�

が必要である。指導計�画の作成にあたってのポイ�

ン�ト�は次のように考えられる。�

　①４つの内容で小学�校と中学校のちがいに着目�

し�，基礎・基本とは何かを�整理する。�

　②学力の要素�（資質・能力）�を明確にする。�

　③題材をつなげ，積�み上げていく内容にする。�

　④ガイダンスを設定�する。�

　⑤�ス�ト�ー�リ�ー�性�を�ど�の�よ�う�な�も�の�に�す�る�か考�え�る�。�

　⑥自分の成長を喜び�，�　�次の意欲につなげること�

ができるようにする。�

　�

2．ガイダンスの設定�

　内容Ａ�（1）�「自分の成長と家族」�のガイダンスに�

ついては，５年生の最�初に４年生までの学習や家�

庭生活を振り返るなど�の学習を通�し�て，２学年間�

の学習の見通�し�や家庭科の学習への意欲を持�たせ�

ることに配慮�し�て適切な題材を工夫する。ま�た，�

この内容は，ＡからＤ�の内容項目と関連させて題�

材を組むことにより，�「自分の成長」�を学習全体で�

貫く視点とする側面が�ある。２学年間を見通�し�て，�

学期や学年の区切りな�どの適切な時期に他の項目�

と関連させて題材を構�成�し�，効果的な指導となる�

よう工夫をする。�

　ガイダンスの設定に�あたってス�ト�ーリー性をど�

のようなものにするか�考えることが大切である。�

教科の目標を大切にと�らえ，２年間の学習を通�し�

てどのような力を育て�たいかを考え，年間計画を�

立てる。次の事例は「�家族とともに家庭生活を大�

切にできる子を目指�し�て」というス�ト�ーリー性を�

示�し�た事例である。�

①５年　�4�月　　「は�じ�めよう家庭科」� １時間�

②５年　�4�月　　「家庭生活を見つめよう」� １時間�

③５年　�7�月　　「自分の生活に生かそう」� 15分�

④５年1�2�月� 10分�

⑤５年　�3�月� １時間�

⑥６年　�7�月� 10分�

⑦６年1�2�月� 10分�

⑧６年　�3�月　　「これからの家庭生活を考えよう�」２時間�

3．実践事例�

（1）�　�題材名�

　　「わた�し�と家庭生活」�

（2）�　�題材について�

　５年生の最初の授業で，�小学校入学頃からの自�

分の生活がどのように営ま�れ，家族に支えられて�

きたかを振り返る。�それとともに，�４年生までの他�

教科の学習との関連を考え�ることを通�し�て，自分�

のできるようになりたいこ�とや２年後の自分をイ�

メージ�し�，自分の目標や課題をも�てるようにする。�

　さ�ら�に�２�年�間�の�学�習�の�中�で「Ａ�家�庭�生�活�と�家�

族」�「Ｂ日常の食事と調理の�基礎」�「Ｃ快適な衣服�

と住まい」�「Ｄ身近な消費生活と環�境」�の内容と関�

連させて学習全体を通�し�て構成する。学期や学年�

の終わりなどの学習の区切�りの時期にワークシー�

ト�・ノー�ト�・実践記録等から学習�の成果を振り返�

ることを通�し�て，自分の成長への気付き�を段階的�

に深め，さらによりよく�し�ようとする実践意欲を�

高めるようにする。６年生�の終わりの学習におい�

ては，中学校で学ぶ内容と�結び付け，中学校へ向�

けての学習意欲を高め，継�続が図れるように配慮�

する。�

（3）�　�題材の目標�

・自分の成長と家族とのか�かわりについて関心を�

もち，家族を大切に�し�ようと�し�たり，家庭生活�

をよりよくするために家�族に協力�し�ようと�し�た�

りする。�（関心・意欲・態度）�

・自分の成長を自覚�し�，家族とのかかわりの大切�

さを理解�し�ている。�（知識・理解）�

（4）�　�指導計画�（６時間）�

3．おわりに�

　２年間の学習の中で�，題材構成を工夫�し�，どの�

題材でどんな力を育て�るかを考えることが大切で�

ある。そのために適切�なワークシー�ト�を検討�し�て�

いく必要がある。ワー�クシー�ト�①は２年間の学習�

題材を最初に明確に�し�，学期の終わりに確認する�

事例である。ワークシ�ー�ト�②は児童が学習の様子�

を絵などで表現�し�た事例である。今後，各学�校で�

新学習指導要領に基づ�いた年間計画及びス�ト�ーリ�

ー性を検討�し�，よりよいワークシー�ト�が作成され�

ることが期待される。�

ガ�イ�ダ�ン�スの授業� （5）�　�2年間のス�ト�ーリー性と期待する児�童の思い�

　ここではス�ト�ーリー性を�「家族の一員と�し�て家�

庭生活を大切にで�きる子を目指�し�て」�と�し�，２年�

間の学習の中で児童が家族�の一員と�し�てできるよ�

うになったことを確認�し�ながら，学習をすすめ�て�

いく事例である。�

　期待する児童の�思い�

わた�し�にできること�

　�（指導計画①②）�

学習活動�

　�

４年生までの学�

習や成長を振り�

返り，２年間の�

学習の見通�し�を�

もつ。�

１学期の最後の�

時間にできるよ�

うになったこと�

を確かめる。�

家庭科で学習することがよくわか�
りま�し�た。やってみたいな。�

（指導計画③）�

は�じ�めは自信がなかったけど，ガ�
スこんろを使ったり，おさいほう�
ができるようになってうれ�し�いな。�

学期の最後に学�
習の成果をふり�
かえる。�

２学期になって�

さらにできるよ�

うになったこと�

を確かめる。�

　�もっとチャ�レ�ンジ�

（指導計画④）�

５年生の家庭科�

の時間にできる�

ようになってう�

れ�し�かったこと�

や，もっとやっ�

てみたいことを�

考え，６年生の�

学習への意欲を�

もつ。�

ミシンぬいで作った作品を使って�
います。野菜いためを家でも作っ�
てみま�し�た。�

　�もっとチャ�レ�ンジ�

（指導計画⑤）�

ごはんやみそ汁がおい�し�くできて�
うれ�し�かったです。休みの日に家�
族のために作りま�し�た。�
友だちの発表を聞いて，そう�じ�の�
工夫がわかりま�し�た。やってみる�
とそう�じ�も楽�し�いことがわかりま�
し�た。�

　�生活を見つめて　�（指導計画⑥）�

６年生になって�

できるようにな�

ったことを確か�

める。�

生活時間を見直�し�，家族とともに�
過ごす時間ができるように工夫�し�
ま�し�た。朝食作りにも挑戦�し�ま�し�
た。�

　�よりよい生活をめ�ざ�し�て　�（指導計画⑦）�

学習�し�たことを�

工夫�し�て生活に�

生かすことがで�

きたか考える。�

買い物の仕方をよく考えるように�
なりま�し�た。一食分の献立を考え�
たので家族といっ�し�ょに作りま�し�
た。�

　�これからの家庭生�活　�（指導計画⑧）�

２年間の学習で�

できるようにな�

ったことを振り�

返り，中学校の�

学習内容との関�

連を考え，中学�

校の学習への意�

欲をもつ。�

は�じ�めは何もできなかったけど，�
６年生になってこんなにできるよ�
うになりま�し�た。中学になったら�
もっといろいろなお料理に挑戦�し�
たいです。�

中学校への希望�

～�ス�ト�ー�リ�ー性�「家族の一�員�と�し�て家庭生活�を�大切�に�で�き�る�子�を�目指�し�て」�～�

東京都大田区立大森�第一小学校　�飯島　�典子�

ワークシート①　2年間で学習する題材を入れた事例�

ワークシート②　児童が学習の過程を表現した事例�
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1．は�じ�めに�

　学習指導要領が改訂�され，�「材料と加工に関する�

技術」�「エネルギー変換に関す�る技術」�「生物育成�

に関する技術」�「情報に関する技術」�の４つの内容�

となった。授業時数は�変更されないことから，押�

さえるべき指導内容を�着実に身に付けさせるには，�

より効果的・効率的な�学習指導が要求される。そ�

のため本研究では，�「情報に関する技術」�の計測・�

制御を中心と�し�た，他の内容との横断的なカ�リキ�

ュラムの設計と教材開�発，指導方法の検討を取り�

上げ報告する。�

　�

2．研究のねらい�

　本研究では，�「生きる力」�すなわち�「問題解決能�

力の育成」を目的と�し�て，新学習指導要領に対応�

し�たカリキュラムの設計と教材�開発を行う。�「エネ�

ルギー変換に関する技�術」�「材料と加工に関する技�

術」�「情報に関する技術」�の３つの新内容が横断的�

に関連するカリキュラ�ムを設計する。具体的には，�

「自律型ダンスロボッ�ト�の製作と発表会」を取り�

上げる。図１に示す「�ものづくりにおける問題解�

決的な学習の流れ」の�中で，生活の中での体験や�

経験及び技術・家庭科�での既習事項，他教科での�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

既習事項を生か�し�て自己課題を形成�し�，設計・製�

作において「学びを高める�」ための手だてを行う。�

製作された作品は，発表会�により自己評価やグル�

ープ評価により新たな問題�が発見され，それをよ�

りよく改善・改良すること�により問題解決能力を�

高めさせる。これらの学習�し�たことを積極的に生�

活に生かすことにより「生�活する力」の向上を図�

ることがねらいである。�

　�

3．研究の内容�

（1）�　�横断的カリキュ�ラムの設計�

　横断的カリキュラムの指�導計画は35時間扱いで�

あり，第２学年でⅠとⅡ�（①～⑫）�を行う場合と，�

第�２�学�年�で�Ⅰ�（�①�～�⑧�）�・�第�３�学�年�で�Ⅱ�（�⑨�～�⑫�）�を�

行う場合の２つのパターン�を設計�し�た。指導計画�

と新学習指導要領の指導事�項との関連については�

図２に示す。Ⅰ・Ⅱを連続�し�て行う利点は，基礎�

から発展へと学習を深める�ことができることであ�

り，�Ⅰ・Ⅱを分けて行う利点�は，�第３学年で計測・�

制御を学習することにより�高等学校の情報と関連�

を持たせ，中高連携�し�た学習をすることができる�

からである。�

　�

（2）�　�ロボッ�ト�教材の開発�

　ロボッ�ト�教材�は，JRT社の�RDS-X01を足�回りに�

使用�し�た。この教材は比較的製作�し�易く，制御す�

るプログラムは短時間で習�得することのできる優�

れた教材である。自律型ロ�ボッ�ト�の外観の一例を�

図３に示す。生徒の活動の�様子を図４に示す。ま�

た，さらに胴体部分を製作�し�，足回りと合わせた�

自律型ロボッ�ト�の外観を図５に示す。こ�のロボッ�

ト�の手の先端にはタッチセ�ンサーが付けられてい�

て，２台のロボッ�ト�が動きながら手に接触する�と，�

胴体や首が回るように作ら�れている。�

　�

（3）�　�指導方法�（展開）�と学びの高まりのプ�ロセス�

　指導案の展開の中に「学�びを高める手だて」を�

意図的に仕組み，評価規準�に対�し�て努力を要する�

生徒の指導の手だてを行う�ように設計する�（図６）�。�

計測・制御を通�し�て育てたい力�
～新学習指導要領�に�対応�し�た横断的内容の�カ�リ�キ�ュ�ラ�ム�と�教材開発，�指導方法の検討～�

埼玉県菖蒲町立菖蒲中�学校　�中島　�進�

同時に，教師の意図的�な働きかけにより生徒がど�

のように変容するか予�測�し�，�「学びの高まりのプロ�

セス」を設計�し�た�（図７）�。�

　�

（4）�　�生徒の変容�

　自律型ダンスロボッ�ト�の製作を通�し�て，�「機械系�

が得意になった」�「科学技術に関心を持つよう�にな�

った」�「友だちとの団結力が高�まった」�「もっと改�

良�し�たい」等の意図�し�た感想が出てきた。�

　�

4．おわりに�

　効率的・効果的に「�生徒の学びを高め，生活す�

る力を伸ばす」には横�断的な内容のカリキュラム�

と教材開発，指導方法�の検討は重要であり，今後�

もさらに研究を進めて�いく方針である。�

図1　「ものづくりにおける問題解決的な学習の流れ」と「学びの高まり」・「生活する力」との関わり� 図6　ロボット教材を用いた指導案の展開例� 図7　学びの高まりのプロセス�

図2　指導計画と新学習指導要領の指導事項との関連�

図3　自律型ロボット�

図5　自律型ダンスロボットの一例�

図4　生徒の活動の様子�

・自己評価�
・グループ評価�

ロボットと人間が一体となった�
創造あふれるダンスロボットを�
製作しよう�

学習課題提示� 自己課題形成� 新たな問題発見�設　計� 製　作� 評　価�

生活の中での�
体験・経験をもとに� 技・家や他教科の�

既習事項を生かして�

学びの高まり� 学びの高まり�学びの高まり�学びの高まり�

学びの高まり�

よりよく改善・改良�

学びを高めるための手だて�
言葉かけ・VTR・見本教材の提示�
教室環境の工夫�

学習したことを積極的に生活に活かす�

「生活する力」の向上�

発表準備�
発表内容や演出の�
工夫の確認、他の�
チームの評価方法�
を確認することが�
できる。�

発　表�
自分たちのチームの�
よさ（演出の工夫）を�
十分に出して発表す�
ることができる。�

他のチームの�
評価�
お互いのよさを�
認め合い、共感する�
ことができる。�

改良点の明確化�
自分のチームの�
新たな課題や改良点�
を明確にすることが�
できる。�

チームの中での役割分担は？�
チームで協力しよう！�
自分のチームのよさは○○だ！！�

現在の生徒�

意欲の向上�

自分たちががんばったところを�
しっかり表現したいな！�
チームの役割はしっかり機能�
しているかな？�
ロボットはきちんと動くかな？�

責任感�
あと2時間で本番の発表だ！！�
改良点はたくさんあるけれど�
○○について改良しよう…�

計 画�

○○のチームの発表は～が�
すばらしいな！！�

共 感�

　　　�

発表のイメージ作りや�
評価カードのねらいを�
明確にし、授業の方向性を�
持たせる�

他のチームの評価を適切に行わせ、�
お互いのよさを見つけ共感させる�

本番の発表までの時間を�
意識させながら改良点を�
挙げさせる�

ポイントを絞って�
演出の工夫をさせる�

学びが高まった生徒�

ねらい�
教師のはたらきかけ�

生徒のおもい�
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2．指導のねらいと指導計�画�
（1）�　�指導のねらい�
　核家族化にともない�，幼児と接する機会がほと�

んどない生徒の実態か�ら，幼児との触れ合い体験�

を通�し�て，幼児への関心を深め�，関わり方の工夫�

について学ばせたい。�さらに，命の尊さや自分の�

成長をふり返り，家族�や家庭生活・家族愛につい�

ても考えさせたい。そ�のために，幼児との触れ合�

い体験だけでなく，お�母さんへのインタビュー，�

赤ちゃん人形を使って�の抱っこの仕方やオムツの�

あて方，衣服の脱ぎ着�のさせ方などの体験も同時�

に組み込んだ。�

　この体験学習が指導�計画の中に組み込まれるこ�

とによって，体験前後�の幼児に関する授業は生徒�

にとって現実味を増�し�，学習意欲が喚起され，学�

習内容の定着につなが�るのではないかと考えた。�

学習内容が定着され，�これから自立する生徒�に�「生�

きる力」を育む一助に�し�たい。�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

（2）�指導計画�（17時間扱い�）�
　生命誕生について………�…………………２時間�

　幼児の発達と生活………�…………………４時間�

　幼児の成長………………�…………………２時間�

　幼児のおもちゃを作ろう�

　　　・事前事後指導……�…………………２時間�

　　　・製作………………�…………夏休みの課題�

　幼児と触れ合おう�

　　　・事前指導…………�…………………１時間�

　　　・自己評価と�レ�ポー�ト�作成…………２時間�

　�幼児触れ合い体験�学習�……………………２時間�
　自分の成長と家族………�…………………２時間�

　�

3．�「触れ合い体験学習�」の実際�
（1）�　�新学習指導要領�との関わり�
Ａ家族・家庭と子どもの成�長�

（3）�ウ　幼児と触れ合うなど�の活動を通�し�て，�幼児�

への関心を高め，関わり�方を工夫できる。�

（2）�　�触れ合い体験学�習の実施�
　�①参加者�
　・３学年�（40名×４クラス）�

　・０～４歳児とその家族�（母・祖母）�

　・サポーター�

　　　　十和田市役所健康�推進課　保健師　２名�

　　　　公民館職員�（育児サークル担当）�　�２名�

　　　　ボランティア保育�サポーター　� ２名�

　�②事前指導�（１時間）�
　・触れ合い体験学習の内�容説明と注意事項�

　・班編成�（男女別）�

　・幼児や育児に関する質�問記入�

　�③触れ合い体験学�習の流れ�
　・体験学習の流れ確認�

　・保健師・保育サポータ�ーの紹介�

　・親子の班割当て発表�（６グループ）�

　・ミッキーマウス体操�

　　�（サークルで毎回やって�いるものを全員で）�

　・班ごとの体験活動�

　　�（保健師・保育サポータ�ー：各班１名　指導）�

必修化に向けた幼児�と�の触れ合い体験�

青森県十和田市立十和�田中学校　�今泉　�郁子�

　�④体験学習の内�容�（２時間）�
��乳幼児と：抱っこ・遊ぶ�・観察・自作絵本の読�

み聞かせ・お母さんが用意�し�たおや�

つの観察・乳幼児へおやつ�を与える。�

　�⑤自己評価と�レ�ポー�ト�作成�（２時間）�
　�レ�ポー�ト�は，写真やお母さんの感想と�ともに冊�

子に�し�て全生徒，保健センター，�公民館，協力�し�

てくださった親子へ配布。�

��生徒の感想より�
「私は自分が小さ�い頃，�どうやって育�てられていたの�
か想像することが�できま�し�た。�」�
��母親の感想より�
「たくさんの中学�生と触れ合う機�会になったこと，�そ�
し�て何よりも，�子どもがいっぱ�いかわいがっても�らえ�
たことが親と�し�て本当にうれ�し�かったです。�」�

4．おわりに�
　本校のような大規模�校では，保育施設等に出向�

くことが難�し�く，触れ合い体験学習�を実施�し�たく�

てもできない状態であ�った。�し�か�し�，保健師・公�

民館職員・保育サポー�ター・乳幼児とその家族の�

方々が本校に出向いて�くださる体制を確立�し�たこ�

とで，新学習指導要領�での幼児との触れ合いの必�

修化にも対応できると�思われる。�

　また，この触れ合い�体験学習を通�し�て，乳幼児�

への関心が高まり，幼�児との関わり方の工夫もみ�

られた。生徒は乳幼児�と家族との関わりや自分の�

成長についても考える�ことができた。育児サーク�

ルの子どもたちは年齢�幅があり，授業で学んだ乳�

幼児の様々な発達の違�いを乳幼児の観察によって�

理解することができた�と思う。�

　今後も，新学習指導�要領のもと「触れ合い体験�

学習」生徒の実態，学�校の規模，地域の協力によ�

り，さらに深まりのあ�る授業づくりに取り組んで�

いきたい。�

（注：協力�し�てくださるサークルの都合上，�乳児が入ってい�
ます。乳児については，学習指導要領で�，中学校　技術・�
家庭「家庭分野」の範囲外となっていま�す。�）�

～地域の支援�に�よ�る�校内での�「触れ合い体験学習�」�～�

１．はじめに�
　近年，幼児虐待・育�児放棄・遊び場の不足など�

幼児を取り巻く社会は�厳�し�さを増�し�ている。生徒�

たちは，少子化の中で�中学生の時期に幼児の実態�

が分からないまま親に�なる可能性が高い。このよ�

うな状況からか，これ�まで選択であった［Ｂ家族�

と家庭生活］の「幼児�との触れ合い」が新学習指�

導要領では�［Ａ家族・家庭と子どもの�成長］�（3）�ウ�

「幼児と触れ合うなど�の活動を通�し�て」と必修化�

されることになった。�

　これまでも選択とは�いえ，かなり多くの学校で�

市町村主催等の形で触�れ合い体験が行われている。�

　本校では，学区公民�館主催の育児サークルと十�

和田市健康推進課�（保健センター）�とタイアップ�し�

た触れ合い体験学習を�行って３年目を迎える。幼�

児に対する生徒の関心�を高め，幼児との関わり方�

を工夫できる力の育成�を図りたいと考え，次の内�

容を実践�し�た。�

　母親と：乳幼児や育児に関する質疑応答�
　赤ちゃん人形で：おしめのあて方・衣服の着脱�
　　　　　　　　　練習　�
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家庭科，技術・家庭科の移行措置資料� 家庭科，技術・家庭科の移行措置資料�
技
術
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置
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し
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術
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科
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�

指
導
計
画
例
（
技
術
分
野
）
�

1 年� 2 年� 3 年�

新
学
習
指
導
要
領
�

の
事
項
�

Ａ（
1）
 5
時
間
�

A（
2）
ア
，イ
，A（
3）
 2
4時
間
�

C（
1）
ア
，C
（
2）
 5
時
間
�

Ａ（
2）
ウ
  1
時
間
�

新
学
習
指
導
要
領
�

の
事
項
�

B（
1）
ア
，イ
，B
（
2）
 1
9時
間
�

B（
1）
ウ
 1
時
間
�

C（
1）
イ
 1
時
間
�

C（
1）
ア
，C
（
2）
 4
時
間
�

D（
2）
 8
時
間
�

D（
3）
 8
.5
時
間
�

D（
1）
エ
 1
時
間
�

D（
1）
ア
，イ
，ウ
 1
0時
間
�

・
口
絵
，【
1】
1.
生
活
と
�

  も
の
づ
く
り
の
技
術（
p.
20
～
25
）�

・
5時
間
 

・【
2】
１
.エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
と
そ
の
利
用（
p.
92
～
99
）,
�

  【
2】
2.エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
と
力
の
伝
達（
p.
10
0～
10
7）
�

・
4時
間
 

・【
5】
1.
わ
た
し
た
ち
の
�

  生
活
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
�

  （
p.
18
8～
19
1）
�

・【
5】
2.
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
�

  特
徴（
p.
19
2～
19
7）
�

・
4時
間
 

・【
5】
�

  3
.マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
�

  活
用
�

  （
p.
19
8～
20
5）
�

・
4時
間
�

・【
6】
1.
計
測
･制
御
の
�

  基
本（
p.
20
8～
21
3）
�

・【
6】
2.
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
�

  基
本（
p.
21
4～
21
7）
�

・
4時
間
 

・【
6】
�

  3
.コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
�

  よ
る
計
測
･制
御
�

  （
p.
21
8～
22
3）
�

・
4.
5時
間
�

・【
4】
８
.こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
�

  （
p.
18
4～
18
7）
�

・【
5】
４
.マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
こ
れ
�

  か
ら
の
情
報
社
会（
p.
20
6～
20
7）
�

・【
6】
４
.わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
�

  計
測
・
制
御（
p.
22
4～
22
5）
�

・
1時
間
 

・ 【
3】
1.
栽
培
の
見
通
し（
p.
11
8～
12
3）
，【
3】
2.
栽
培
の
基
礎（
p.
12
4～
13
3）
，【
3】
3.
作
物
の
栽
培（
p.
13
4～
13
7）
�

・
4時
間
�

・【
3】
4.
栽
培
と
生
活
�

  （
p.
13
8～
13
9）
�

・
1時
間
�

・【
１
】２
.材
料
の
特
徴
と
加
工
方
法
�

  （
p.
26
～
33
）�

・
6時
間
 

・【
１
】３
.設
計（
p.
34
～
51
）�

・
6時
間
�

・【
3】
１
.栽
培
の
見
通
し（
p.
11
8～
12
3）
，【
3】
２
.栽
培
の
基
礎（
p.
12
4～
13
3）
，【
3】
３
.作
物
の
栽
培（
p.
13
4～
13
7）
�

・
5時
間
�

・【
１
】４
.部
品
の
加
工（
p.
52
～
70
），
�

  【
１
】５
.組
立
て
と
仕
上
げ（
p.
71
～
77
）�

・
12
時
間
�

・【
4】
�

  2
.コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
�

   し
く
み
と
基
本
操
作
�

  （
p.
14
8～
15
5）
�

・
2時
間
�

・【
4】
�

  4
.ネ
ット
ワ
ー
ク
と
�

  情
報
の
収
集
�

  （
p.
16
4～
16
9）
�

・
3時
間
 

・【
4】
�

  ７
.情
報
モ
ラ
ル
と
�

  コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
�

  利
用
�

 （
p.
18
0～
18
3）
�

・
5時
間
�

・【
1】
６
.工
作
機
械
･電
気
機
器
�

  の
保
守
と
安
全（
p.
78
～
87
）�

・
4時
間
�

・ 【
2】
３
.エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
を
利
用
�

  し
た
も
の
づ
くり
（
p.
10
8～
11
3）
�

・
11
時
間
�

・ 【
2】
4.こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
�

  変
換
とそ
の
利
用（
p.1
14
～
11
7）
�

・
1時
間
 

・【
１
】７
.こ
れ
か
ら
の
生
活
と
�

  技
術（
p.
88
～
91
）�

・
1時
間
 

学
習
内
容
�

（
現
行
教
科
書
�

対
応
部
分
）�

学
習
内
容
�

（
現
行
教
科
書
�

対
応
部
分
）�

新
学
習
指
導
要
領
�

の
事
項
�

学
習
内
容
�

（
現
行
教
科
書
�

対
応
部
分
）�

※
第
2学
年
で
行
う
4時
間
分
の
授
業
と
合
わ
せ
て
の
指
導
計
画
を
立
て
ま
す
。
 

※
第
1学
年
で
行
う
5時
間
分
の
授
業
と
合
わ
せ
て
の
指
導
計
画
を
立
て
ま
す
。
�

表
中
の
【
1】
，【
2】
…
は
開
隆
堂
の
現
行
教
科
書
の
�

以
下
の
内
容
と
対
応
し
て
い
ま
す
。
�

【
1】
：
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
生
活
に
生
か
そ
う
�

【
2】
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て
利
用
し
よ
う
�

【
3】
：
作
物
を
栽
培
し
て
生
活
に
生
か
そ
う
�

【
4】
：
情
報
を
活
用
し
て
生
活
に
生
か
そ
う
�

【
5】
：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
表
現
や
発
信
を
し
よ
う
�

【
6】
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
制
御
に
生
か
そ
う
�

ま
た
，1
. 2
.…
は
，【
　
】
内
に
示
さ
れ
て
い
る
�

学
習
内
容
で
す
。
�

指
導
計
画
例
（
家
庭
分
野
）
�
自
立
を
め
ざ
し
，生
徒
の
成
長
に
合
わ
せ
て
配
列
し
た
例
�

1 年  3
5 時 間�

1
週
（
時
）
�

2
3

4
5

6
7

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5

学
習
題
材
�

食
生
活
を
自
分
の
手
で
�

わ
た
し
た
ち
の
消
費
生
活
と
環
境
�

食
事
の
役
割
�

栄
養
素
の
種
類
と
は
た
ら
き
�

中
学
生
の
栄
養
と
特
徴
�

（
ｐ
.2
0～
29
）�

食
品
の
選
択
�

食
品
の
表
示
・
�

添
加
物
�

調
理
の
計
画
�

（
ｐ
.3
4～
43
）�

調
理
実
習
�

肉
の
調
理
�

（
p.
44
～
55
）�

消
費
者
の
権
利
と
責
任
�

い
ろ
い
ろ
な
販
売
方
法
�

物
資
・
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
�

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
�

（
p.
19
8～
21
3）
�

環
境
に
配
慮
し
た
�

生
活
の
工
夫
�

（
p.
21
4～
21
9，
�

p.
22
0～
22
9）
�

魚
の
調
理
�

野
菜
の
調
理
�

献
立
を
立
て
よ
う
�

（
p.
30
～
31
）�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

1
1

1
5

4
8

3
3

9

A（
1）ア
�

Ｂ（
1）
ア
イ
， B
（
2）
ア
�

B（
2）
ア
イ
�

B（
2）
ウ
�

B（
3）
ア
�

D（
1）
ア
イ
�

D（
2）
ア
�

D
B（
1）
�

新
学
習
指
導
要
領
�

ガ イ ダ ン ス �

食 生 活 の 改 善 �

消 費 と 生 活 �

2 年  3
5 時 間�

学
習
題
材
�

自
分
ら
し
く
清
潔
に
着
る
�

快
適
に
住
ま
う
�

わ
た
し
と
家
族
･家
庭
と
地
域
�

子
ど
も
の
成
長
�

中
学
生
に
�

な
る
ま
で
�

日
常
着
の
活
用
�

（
ｐ
.7
8～
85
）�

遊
び
と
�

お
も
ち
ゃ
�

（
ｐ
.1
46
�

～
14
7）
�

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
の
計
画
�

お
も
ち
ゃ
の
製
作
�

（
ｐ
.1
48
～
14
9，
�

  ｐ
.1
68
～
16
9）
�

幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
�

ふ
れ
あ
い
の
記
録
を
つ
く
る
�

（
ｐ
.1
64
～
17
3）
�

幼
児
の
た
め
の
�

お
や
つ
づ
く
り
，�

ま
た
は
幼
児
の
�

生
活
に
役
立
つ
�

も
の
を
つ
く
ろ
う
�

（
ｐ
.1
67
，1
70
）�

�

衣
服
の
手
入
れ
と
�

補
修
�

 （
ｐ
.8
6～
97
）�

住
ま
い
の
働
き
�

家
族
と
住
ま
い
�

（
ｐ
.1
20
～
12
7）
�安
全
な
住
ま
い
�

快
適
な
住
ま
い
�

（
ｐ
.1
28
～
13
7）
�

家
族
と
�

家
庭
�

（
ｐ
.1
76
�

～
18
3）
�

�

地
域
と
食
文
化
�

地
域
の
食
材
と
調
理
�

（
ｐ
.6
6～
74
）�

幼
児
の
心
と
体
�

生
活
習
慣
�

（
ｐ
.1
52
～
16
3）
�

�

衣
・
住
の
製
作
�

（
生
活
の
工
夫
，�

衣
服
の
リ
メ
イ
ク
�

‐
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ジ
ー
ン
ズ
を
使
っ
て
）�

（
ｐ
.1
04
～
10
9）
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

1
5

3
3

3
3

8

C
C（
1）
ア
イ
�

C（
1）
ウ
�

C（
2）
ア
�

3

C（
2）
イ
�

C（
3）
ア
イ
�

2

A（
2）
ア
イ
�

家
庭
と
�

地
域
�

（
ｐ
18
4�

～
19
7）
�

�

2

A（
2）
ア
�

B（
3）
イ
�

1 A（
1）
�

1 A（
3）
�
A（
3）
ア
�

新
学
習
指
導
要
領
�

衣 服 と 社 会 �

ま と め �

自 分 と 家 族 �

幼 児 と 家 族 �

3 年  1
7 時 間�

学
習
題
材
�

子
ど
も
の
成
長
�

幼
児
と
の
交
流
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

2

A（
3）
イ
�

1
5

A（
3）
イ
ウ
�

6

A（
3）
ア
イ
ウ
�

3

A（
3）
エ
�

新
学
習
指
導
要
領
�

表
中
の（
p
.0
0～
00
）は
，現
行
教
科
書
の
対
応
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。
�

） �〜 �（ � 14
0
ｐ
� .

14
3
ｐ
� .
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家庭科，技術・家庭科の移行措置資料� ン�
�

　フ�ィ�ン�ラ�ン�ド�と�い�え�ば，OECD

の�学�習�到�達�度�調�査�（�PISA）�で�読�解�

力，�数学的リテラシー，�科学的リテ�

ラ�シ�ー�の�す�べ�て�に�お�い�て�ト�ッ�プ�レ�

ベ�ル�の�結�果�を�示�し�，特�に�読�解�力�に�

関�し�て�は�世�界�第�１�位�の�国�で�あ�る。�

近�年�の�日�本�の�子�ど�も�た�ち�の「学�力�

低�下」を�危�惧�す�る�声�が�高�ま�る�中�で，�

フ�ィ�ン�ラ�ン�ド�の�教�育�が�達�成�し�た�成�

果�に�学�ぼ�う�と�い�う�熱�い�ま�な�ざ�し�が�

向けられてきた。�

　筆�者�で�あ�る�増�田�ユ�リ�ヤ�氏�は，高�

校�で�世�界�史�を�教�え�る�教�師�で�あ�る�と�

同�時�に�教�育�ジ�ャ�ー�ナ�リ�ス�ト�と�し�て�

2005年�か�ら�５�回�に�わ�た�り�フ�ィ�ン�ラ�

ン�ド�を�訪�れ，延�べ�30か�所�ほ�ど�の�学�

校�現�場�や�教�育�関�係�機�関�を�取�材�し�，�

フィンラン�ド�の教育が�「�成功」�し�た�

要因を探ってきた。�本書では，�増田�

氏�が�取�材�を�通�し�て�得�た�結�論�―「フ�

ィ�ン�ラ�ン�ド�の�教�育�を�支�え�て�い�る�の�

は�教�師�の�力�量�で�あ�る」と�い�う�こ�と�

が，具�体�的�な�エピ�ソ�ー�ド�と�と�も�に�

紹介されている。�

　本書の構成は，�第１章　�フィンラ�

ン�ド�の�教�育�制�度�／�第�２�章　�フ�ィ�ン�

ラ�ン�ド�の�教�育�現�場�を�訪�ね�て�／�第�３�

章　�フ�ィ�ン�ラ�ン�ド�の�教�師�た�ち�／�終�

章　フ�ィ�ン�ラ�ン�ド�・�ブ�ー�ム�と�日�本�

の教育の行方となっている。�

　フ�ィ�ン�ラ�ン�ド�の�教�育�の�特�徴�は，�

「す�べ�て�の�子�ど�も�に�平�等�な�教�育�

を」�「�現�場�へ�の�信�頼」�「質�の�高�い�教�

員�の�養�成」の�三�つ�の�キ�ー�ワ�ー�ド�で�

語�ら�れ�る。教�育�内�容�やレ�ベ�ル�に�関�

し�て�学�校�間�の�格�差�が�少�な�く，特�に�

「落�ち�こ�ぼ�れ�を�つ�く�ら�な�い」と�い�

う�の�が，フ�ィ�ン�ラ�ン�ド�流�の�や�り�方�

である。�そ�し�て，�多様な子どもたち�

が�集�う�学�校�現�場�に�即�し�た�教�育�を�保�

証�す�る�た�め�に，日�本�の�学�習�指�導�要�

領�に�あ�た�る�ナ�シ�ョ�ナ�ル�・�コ�ア�・�カ�

リ�キ�ュ�ラ�ム�を�も�と�に，各�地�方�自�治�

体�が�時�間�数�や�カ�リ�キ�ュ�ラ�ム�を�決�定�

する。�「どういう教育内容でどのよ�

う�に�実�践し�て�い�く�か」を�決�定�す�る�

の�は，各�学�校�及�び�教�師�な�の�で�あ�る。�

教科書の採択権も，各教師にある。�

　�し�た�が�っ�て，教�育�の�成�果�は�一�人�

ひ�と�り�の�教�師�の�力�量�に�か�か�っ�て�い�

る�と�い�っ�て�も�過�言�で�は�な�く，フ�ィ�

ン�ラ�ン�ド�で�教�師�に�な�る�た�め�に�は�修�

士�号�取�得�が�不�可�欠�の�条�件�で�あ�る。�

教�員�養�成�大�学�へ�の�入�学�倍�率�は�10倍�

を�超�え，ヘ�ル�シ�ン�キ�大�学�教�育�学�部�

で�は�入�学�時�点�で�学�生�の�100%が�教�

師志望だという。�

　教�師�が�授�業�力�の�み�な�ら�ず�人�間�的�

に�も�魅�力�的�で�自�分�自�身�の�人�生�を�楽�

し�み，教�育�に�希�望�を�も�っ�て�子�ど�も�

た�ち�と�と�も�に�学�校�で�の�生�活�を�送�っ�

て�い�く�こ�と�が，教�育�の�未�来�を�考�え�

る�上�で�何�よ�り�も�大�切�な�こ�と�で�は�な�

い�か。そ�ん�な�読�後�感�を�得�た�一�冊�で�

あった。�

堀内�か�お�る�
（横浜国立大学准教授）�

全国研究大会情報�（平成20年度）�

教育立国フィンラン�ド�流�
教師の育て方�

図書紹介�
�

※本大会のご�案内は９月現在の�ものにつき，そ�の後変更になる場�合もございます�。�

第45回　全国小�学校家庭科教育�研究会　全国�大会　大阪市大�会�
第38回　　�近畿小学校家庭科教育研究会　大阪市大会�

１．期　日　　�平成20年10月31日�（金）�［公開授業・分科会・全体会］�

第47回　全日本�中学校技術・家�庭科研究大会�
第47回　　�関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究大会　長野大会�

１．期　日　　�平成20年10月23日�（木）�［全体会�・�記念講演］�，�24日�（金）�［公開授業�・�分科会］�
２．会　場　　�【全体会】長�野市若里市民文�化ホール�

【分科会】�〈�第１分科会〉信州大�学附属長野中学校　�〈第２分科会〉長野�市立犀陵中学校　　�　�
　　　　　�〈第３分科会〉中�野市立中野平中学�校　　〈第４分科会�〉長野市立篠ノ井西�中学校　�
　　　　　�〈第５分科会〉長�野市立豊野中学校�　　　〈第６分科会�〉長野市立広徳中学�校　　　�
　　　　　�〈第７分科会〉須�坂市立相森中学校�　　　〈第８分科会�〉長野市立川中島中�学校　　�
　　　　　�〈第９分科会〉長�野市立東部中学校�

増田ユリヤ　著�
岩波書店／定価�（本体1,600円＋税）�

【全体会】大�阪市中央公会堂�
【分科会】�〈第１会場〉大�阪市立鷺洲小学校�　　〈第2会場〉大�阪市立豊仁小学校�
　　　　　�〈第３会場〉大�阪市立淡路小学校�

２．会　場　　�
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5 年� 6 年�

移
行
措
置
資
料
�

小
学
校
家
庭
科
�

新
学
習
指
導
要
領
に
則
し
た
移
行
期
の
年
間
指
導
計
画
案
�

○
小
学
校
家
庭
科
は
，平
成
23
年
度
よ
り
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。
�
�

○
平
成
21
年
度
，2
2年
度
の
2年
間
の
移
行
措
置
に
つ
い
て
は
，各
学
校
の
判
断
に
任
さ
れ

　
て
い
ま
す
が
，現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
場
合
で
も
，新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

　
の
趣
旨
を
生
か
す
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�
�

　
・
平
成
22
年
度
の
第
5学
年
の
指
導
計
画
は
，平
成
23
年
度
の
全
面
実
施
に
向
け
て
，ガ
   
 

　
　イ
ダ
ン
ス
も
含
め
て
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
卒
業
ま
で
に
履
修
で
き
る
よ
う
に
，2
学

　
  年
間
を
見
通
し
て
作
成
し
ま
す
。
�
�

　
・
中
学
校
の
内
容
が
移
行
し
た
以
下
に
つ
い
て
は
，漏
れ
の
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
指
導
計

　
  画
を
作
成
し
，確
実
に
指
導
を
行
い
ま
す
。
�
�

○
五
大
栄
養
素
の
基
礎
的
事
項
，食
事
の
役
割
�
�

○
暑
さ
・
寒
さ
，通
風
，換
気
及
び
採
光（
換
気
は
中
学
校
か
ら
移
行
）�
�

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

＊
1：
2学
年
を
見
通
す
スト
ー
リ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。
�

＊
2：
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
が
加
わ
り
ま
す（
本
誌
8ペ
ー
ジ
「
小
家
の
実
践
」
参
照
）。
�

＊
3：
五
大
栄
養
素
の
名
称
だ
け
で
な
く
，は
た
ら
き
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
す
。
�

＊
4：
教
科
書（
p.
47
）の
「
2.
課
題
を
決
め
て
，調
べ
よ
う
」
で
，換
気
・
採
光
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
，教
科
書
65

　
　
 ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
，あ
た
た
か
い
着
方
を
学
習
し
，寒
い
季
節
を
あ
た
た
か
く
過
ご
す
く
ふ
う
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
�

＊
5：
教
科
書（
p.
64
～
p.
69
）の
「
2衣
服
を
整
え
よ
う
」で
，衣
服
の
は
た
ら
き
，日
常
着
の
手
入
れ
に
つ
い
て
学
習
す
る

　
　
 と
と
も
に
，教
科
書
50
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
，暑
さ
へ
の
対
処
と
通
風
を
学
習
し
，季
節
の
変
化
に
合
わ
せ
た
生
活
の

　
　
 大
切
さ
が
わ
か
 り
，快
適
な
住
ま
い
方
を
く
ふ
う
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
�
�

＊
6：
教
科
書
折
込
裏
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
�

年
間
指
導
計
画
案
�

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

時
数
�

テ
ー
マ
*1

学
習
内
容
�

現
行
教
科
書
�

に
よ
る
�

新
学
習
指
導
要
領
の
�

事
項
�

身
の
回
り
を
見
つ
め
て
み
よ
う（
22
時
間
）�

作
っ
て
み
よ
う
，調
べ
て
み
よ
う（
22
時
間
）�

く
ふ
う
し
て
み
よ
う（
16
時
間
）�

①
ど
の
よ
う
に
�

　
生
活
し
て
�

　
い
る
か
な（
5）
�

1.
1日
の
生
活
を
見
つ
�

　め
て
み
よう
（
1）
�
�

2.
家
族
と
協
力し
て
�

　
生
活
し
よう
（
2）
�
�

3.自
分
が
で
き
る
仕
事
�

　を
増
や
そう
（
2）
�

C（
1）
イ
,（
3）
ア
,イ
,ウ
�

C（
3）
ア
,イ
,ウ
�

B（
3）
ア
,イ
,エ
,オ
�

A（
2）
ア
, �

B（
3）
ア
,オ
�
B（
3）
ア
,イ
,ウ
,オ
�
�

D（
1）
イ
�

B（
1）
ア
,�
�

（
2）
ア
,イ
�

A（
2）
ア
,�
�

C（
2）
ア
�

C（
1）
ア
,（
2）
ア
,イ
,�
�

D（
2）
ア
�

A（
2）ア
,（3
）ア
��

Ｂ（
3）
イ
�

C（
2）
ア
�
�

D（
2）
ア
�

A（
1）
�

ア
�

A（
1）
�
�

　
ア
�

②
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う（
16
）�

①
布
で
作
っ
て
み
よ
う（
11
）�

②
作
っ
て
お
い
し
く
食
べ
よ
う（
11
）�

②
快
適
な
住
ま
い
方
と
�

　
着
方
を
考
え
よ
う
�

　（
8）
*4
�

③ 家 族 と の ふ れ あ い を �

　 楽 し も う （ 3 ） � �

�
①
身
の
回
り
�

を
気
持
ち
�

よ
く
し
よ
う
�

（
4）
�

1.
か
ん
た
ん
な
調
理
を
し
て
み
よ
う（
5）
�
�

2.
身
の
回
り
を
整
理
・
整
と
ん
し
て
み
よ
う（
3）
�
�

3.
針
と
糸
を
使
っ
て
み
よ
う（
8）
�

1.
布
で
作
る
物
を
考
え
よ
う（
1）
�
�

2.
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
み
よ
う（
5）
�
�

3.
楽
し
く
作
っ
て
使
お
う（
5）
�

1.
身
の
回
り
�

　
の
よ
ご
れ
を
�

　
調
べ
て
�

　
み
よ
う（
2）
�
�

2.
ク
リ
ー
ン
�

　
作
戦
を
�

　
立
て
，実
行
�

　
し
よ
う（
2）
�

1.
ご
は
ん
と
み
そ
し
る
を
�

　
作
っ
て
み
よ
う（
7）
�

1.
住
ま
い
方
を
�

　
見
て
み
よ
う（
1）
�
�

2.
あ
た
た
か
い
着
方（
2）
�
�

3.
あ
た
た
か
い
住
ま
い
方
�

　（
5）
�

2.
ど
ん
な
も
の
�

　を
食
べ
て
�

　
い
る
だ
ろ
う
�

　（
1）
�
�

3.
バ
ラ
ン
ス
�

　の
よ
い
�

　食
事
を
�

　し
よう
（
3）
*3

家 庭 科 の 学 習 に あ た っ て （ 1 ） � *2

★ チ ャ レ ン ジ コ ー ナ ー �

★ チ ャ レ ン ジ コ ー ナ ー �

★ チ ャ レ ン ジ コ ー ナ ー �

ふ り 返 ろ う 生 活 に 生 か そ う （ 1 ） �

（　
　　
　　
　 ）
� 1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

47
48
49
50
51
52
53
54
55

時
数
�

テ
ー
マ
�

学
習
内
容
�

現
行
教
科
書
�

に
よ
る
�

新
学
習
指
導
要
領
の
�

事
項
�

計
画
的
に
生
活
し
よ
う（
23
時
間
）�

生
活
に
生
か
そ
う（
23
時
間
）�

よ
り
よ
い
生
活
を
め
ざ
そ
う（
9時
間
）�

①
生
活
を
�

　
見
直
そ
う（
10
）�

1.
朝
の
生
活
を
見
て
み
よ
う（
1）
�
�

2.
生
活
時
間
を
く
ふ
う
し
よ
う（
2）
�
�

3.
朝
食
に
合
う
お
か
ず
を
作
ろ
う（
7）
�

D（
1）
ア
,イ
�

C（
3）
ア
,イ
,ウ
�
D（
1）
ア
,（
2）
ア
�

A（
1）
ア
�

A（
2）
ア
,イ
�
�

B（
1）
ア
,イ
�

C（
1）
ア
,イ
,（
2）
イ
�
�

D（
2）
ア
�

B（
1）
ア
,イ
,�

　（
2）
イ
,ウ
�

B（
1）
ア
,（
2）
イ,
ウ
,（
3）
ア
,イ
,ウ
,オ
�
�

D（
1）
イ,（
2）
ア
�

B（
3）
ア
,イ
,ウ
,エ
,オ
�
�

D（
1）
イ
,（
2）
ア
�

A（
3）
イ
,  
B（
3）
ア
,イ
,ウ
,エ
,オ
,�

C（
3）
ア
,イ
,ウ
,  
D（
2）
ア
�

②
衣
服
や
住
ま
い
方
を
�

　
整
え
よ
う（
9）
*5

③
金
銭
や
�

物
の
使
い
�

方
を
考
え
�

よ
う（
4）
�

①
生
活
を
楽
し
く
す
る
物
を
�

　
作
ろ
う（
11
）�

②
楽
し
い
食
事
を
く
ふ
う
し
よ
う（
12
）�

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
�

広
げ
よ
う（
8）
�

こ
れ
か
ら
の
�
�

家
庭
生
活
と
�
�

社
会（
1）
�

1.
な
ぜ
衣
服
を
着
る
の
だ
ろ
う（
1）
�
�

2.
気
持
ち
よ
く
着
る
く
ふ
う
を
�

　
し
よ
う（
4）
�
�

3.
快
適
な
住
ま
い
方
を
く
ふ
う
�

　
を
し
よ
う（
4）
�

1.
お
金
の
�

使
い
方
を
�

考
え
よ
う（
2）
�

2.
物
の
使
�

い
方
を
見
�

直
そ
う（
2）
�

1.
自
分
の
作
り
た
い
物
を
考
え
よう
（
2）
�
�

2.
製
作
の
計
画
を
立
て
よ
う（
3）
�
�

3.
く
ふ
う
し
て
製
作
し
よ
う（
5）
�
�

4.
楽
し
く
使
お
う（
1）
�

1.
1食
分
の
食
事
�

　
に
つ
い
て
考
え
�

　
よ
う（
5）
�

2.
調
理
の
計
画
を
�

　
立
て
て
作
ろ
う（
6）
�
�

3.
家
族
と
楽
し
く
�

　
食
事
を
し
よ
う（
1）
�

1.
自
分
の
生
活
や
地
域
の
�

　
生
活
を
見
つ
め
て
み
よ
う（
1）
�

2.
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
�

　
や
っ
て
み
よ
う（
3）
*6
�
�

3.
実
行
し
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
�

4.
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
�

　
よ
う（
4）
�

★ チ ャ レ ン ジ コ ー ナ ー �

★ チ ャ レ ン ジ コ ー ナ ー �
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�


